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尿 失 禁 を主 訴 とす る高 度 の膀liJi三ffJlti「;異常症 覧,Sa-





追加 後蔭薫(京 大)泌尿紀要2巻1号(昭 和31年
1月号)を参照.
編 集 後 記
秋には例年の如く西部,東部,中 部と地方会が開かれ,い ずれも盛会であつた事は御同慶の至 り
である。我 々が関係した中部学会にては京大後藤助教授 「泌尿器科X線 検査に於1ナる最近の経験」,
三重大矢野教授 「尿路結石に関する二,三 の問題」,岐阜大近藤教授 「男子性器結核の研究⊥名市大
岡教授 「水腎の機能阪復にていて(臨床的考案)」 の四つの特別講演が行われたがそのいずれ もが
直剣な努力を以て為されたる広 く深い研究であり,真に頭の下がる想いが した.研究 と云 うものは
実にけわ しい路であると共に尊い ものである事を痛感した.地方会で然 も四題 も行つたのは もつた




けられ,次 々回は京都府大 と決定 した.
◇
若 し世界中が軍備を全 く止めてその費用を掌問の研究や人間の幸福のために使 うならばいかに美
しい世界となるであろ5か.今 回の南極探検に世界各国が共同 して学問的研究を始める事になつた
が,こ の様な仕事 こそ人類が行 うべ きものである.世界各国が人類の幸脇のために協力 して為すべ











3.入 会申込みは氏名(フ リガナ),住 所(雑誌郵送先),勤 務先,職 地位,自宅開業の別,送
金方法を御記入の上編集部宛,




原稿の種類は綜説,原 著,臨 床報告,そ の他,寄 稿者は本会々員に限る.
原稿の長 さは制限しないが簡潔にする。
原稿は横書 き,当用漢字,平 仮名,新 仮名使いを用い,片 仮名には括孤を要 しない.
詰原稿用紙を用いること。附表,附 図はなるべく欧文にす ること.
4。 文献の書式は次の如 くする.著者名=誌 名,巻 数:頁数,年 次.




るべ く タイ プ ライ タ'を 用 い る こ と.
6. 掲 載 料 は4頁 迄 毎頁500円,そ れ 以 上 の 頁,アt・・一ト頁,図 表,写 真 は 実 費 を申 受 け る.別 冊
20部を無料贈晃.そ れ以上は実費を徴収する.こ の場含には予め希望部数を申込むこと.特別渇載
も考慮する.
7.校 正は編集者が行5が 希望により著者校正とする.
8.原稿送リ先は京都市左京区聖護院京都大学病院泌尿器科紀要編集部
